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防災訓練
訓練に

トイレの設置
　災害時における避難所のトイレは、町の地域防
災計画に基づき、県の第４次地震被害想定で最も
多い避難者数とされる 5,227 人が約 10 日間利用
できる回数分を見込み、各指定避難所に備蓄され
ています。発災直後から３日間は、各自の携帯ト
イレと簡易トイレの利用を促し、その後は状況に
応じてマンホールトイレや仮設トイレが設置され
ることとなっています。

ペットスターターキットの使い方

参加者の感想

　今年度から、避難所において、参集した人たち
が迅速にペットの受入れ態勢を整えられるよう、
町内６カ所全ての指定避難所にスターターキット
が配置されました。今回初めて会場型訓練にて、
キットの目的、使用方法の説明がなされました。

　一次避難所から学校まで
の移動は、高齢者や小さい
子供には大変だと思いまし
た。
　テントに入り、どの程度
プライバシーが守られるの
か、防寒になるのかわかり
ました。

　マンホールトイレの設置
を初めて体験して、忘れな
いように訓練には定期的に
参加したいと思いました。
　自分たちで考えて行うこ
とが必要だと思いました。

　初めてペットスターター
キットを見ました。実際に
ペットを同行した訓練がで
きるといいなと思いました。
　それぞれ訓練をやってい
たので、会場内の他の訓練
も体験したかったです。

10月に

ペットも大切な家族。避難所での対応を確認

災害時に安心して使えるトイレを目指して

ペットの災害対策

清水町総合
より実践的な猛暑対策で

災害は忘れる間もなくやってくる
　皆さんはテレビ等で報道されるここ数年頻発す
る地震や豪雨災害の映像を見て、「我がこと」とし
て被災を想定し、行動できますか。
　町では、毎年８月に総合防災訓練、12月に地域
防災訓練を行っていましたが、今年度は猛暑対策
として10月に総合防災訓練を行いました。地区ご
とに訓練を行う一方で、玉川・新宿・伏見の 3 区
は一次避難所から清水小学校まで移動訓練を行っ

た後、会場型合同訓練に参加しました。
　自主防災役員の担い手不足やコロナ禍による訓
練不足などから、各地区の防災組織が避難所を円
滑に運営できるのか、住民同士の助け合いが十分
に機能するのか、心配されています。
　町では、関係機関及び自主防災会と連携を強化
し、実践的な訓練を実施するなど、町全体の防災
意識をより高めていくことを課題としています。

2清水町議会だより　2026 年 1 月 30 日
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一般会計補正（第３回）ほか

　　

討論    令和６年度南小学校北校舎改築工事請負契約の一部変更

　
　
当
初
の
予
想
よ
り
も
南

小
の
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た

た
め
に
追
加
工
事
と
な
っ
た

の
か
。

　
　
旧
校
舎
解
体
後
に
重
機

を
据
え
置
く
地
盤
が
、
湧
き

水
が
多
く
軟
弱
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
工
事
の
安
全
性
を

考
慮
し
、
強
度
を
確
保
す
る

た
め
、
表
層
の
地
盤
改
良
工

事
を
施
工
し
た
。

　
　
湧
き
水
や
地
盤
の
状
況

は
、
事
前
の
調
査
で
把
握
し

得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
令
和
５
年
度
の
調
査
で
、

一
定
程
度
の
地
下
水
を
把
握

し
て
い
た
が
、
水
量
ま
で
は

測
定
で
き
な
い
た
め
、
旧
校

舎
の
解
体
や
掘
削
な
ど
を
施

更である。また、家具工事や電気設備工事の追加は、児
童の安全確保に不可欠な変更内容であると判断できる。
　今回の設計変更や積算は、校長や教頭等関係者の意
見を踏まえ、慎重に協議・検討されたものであると理解
できる。

（野田 敏彦 議員）

　契約の変更は、地盤改良、地盤の掘削に
よる発生土の処理、外構舗装など、安全性
を考慮し、当初予見できなかったことによる変

児童の安全確保には不可欠である 住民感情として容認できない

反対
です

賛成
です

南
小
北
校
舎
改
築
工
事

11月定例会

 

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
28
日
か
ら
12
月
18

日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

 

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
ほ
か
、
一
般
会
計
補
正

予
算
や
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
４
議
案
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

 

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

約

更
変

契

南小学校北校舎改築工事

 契約額を増額 契約額を増額 契約額を増額

工
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
当
初
の
設
計
・
仕
様
が

不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
増

額
と
な
っ
た
の
か
。

　
　
表
層
の
地
盤
改
良
工
事

や
湧
き
水
対
策
は
旧
校
舎
の

解
体
や
掘
削
な
ど
を
施
工
し

な
け
れ
ば
判
明
し
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
工
事
の
進
捗
に

合
わ
せ
、
定
期
的
に
校
長
等

関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
会
を

行
い
、
施
工
現
場
を
確
認
し
、

検
討
し
た
中
で
変
更
と
な
っ

た
た
め
、
当
初
の
設
計
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

な
い
。

円の増額は、住民の納得を得難く、感情的に受け入
れられない。
　来年度から新中間処理施設負担金が財政に影響を
及ぼすことが予想されることに加え、改築となり事業
費が増額となった経緯について十分な議論ができない
まま設計計画に進んだため、同意はできない。
　　　　　　　　　　　　　　 （森野 夏歩 議員）

　変更内容の妥当性の判断は難しいが、
事前の調査不足ではないかと疑問が残る。
98.74％の高落札率の上に、約 5,000 万

答答

答

問問

問



物価高騰対応重点地方創生臨時交付金

学校の光熱費に
補
正
予
算

　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
約

５
５
６
万
円
の
使
い
道
は
。

　
　
各
小
中
学
校
の
光
熱
費
、

主
に
電
気
代
等
の
高
騰
の
財

源
に
充
当
し
て
い
る
。

　
　
直
接
町
民
に
還
元
す
る

よ
う
な
施
策
を
採
用
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
広
く
町
民
に
還
元
す
る

事
業
等
の
財
源
と
し
て
は

十
分
で
は
な
く
、
新
規
事
業

の
企
画
、
制
度
設
計
、
周
知
、

実
施
の
時
間
が
足
り
な
い
と

判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
基
金
は
複
数
年
度
で
活

用
は
可
能
か
。
ま
た
、
公
共

施
設
等
の
改
修
ま
た
は
改
築

に
基
金
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
複
数
年
度
に
わ
た
り
計

画
的
に
事
業
の
財
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
ま
た
、
大
規
模
事
業
に
基

金
を
充
当
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
が
、
寄
附
金
の
推
移

や
寄
附
者
の
意
向
の
動
向
を

注
視
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う

な
事
業
に
活
用
し
て
い
く
の

か
を
検
討
す
る
。

令和 7 年第 4 回定例会審査結果令和 7 年第 4 回定例会審査結果

ふるさと応援基金条例
令和７年度一般会計補正予算（第3回）
令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第3回）
令和６年度南小学校北校舎改築工事の請負契約の一部変更
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議         　　　 案

佐
野
俊
光

吉
川
清
里

松
浦
俊
介

大
濱
博
史

松
下
尚
美

花
堂
晴
美

飯
田
安
雄

向
笠
達
也

野
田
敏
彦

寺
島
俊
郎

田

代

稔

海
野
豊
彦

森
野
夏
歩

審
議
結
果

〇 賛成、 ●は反対、議長は議事を行うため、賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ裁決します。

（
議
長
）

問答

　

議
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
町
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
た
た

え
、
佐
野
俊
光
議
長
が
静
岡
県
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
在
職
４
年
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
町
の
歴
代
議
長
の
中

で
、
佐
野
議
長
が
初
め
て
受
賞
さ
れ
た

も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

例

定
制

条

受
賞
し
ま
し
た

受
賞
し
ま
し
た

受
賞
し
ま
し
た

問

問

答

答
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昨年度のふるさと納税寄附金の約 3 割は
柿田川の保全に役立てていく
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８人が町政を問う８人が町政を問う８人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

部
活
動
地
域
展
開
の
方
針
は

令
和
10
年
度
を
目
途
に
決
定

答
問

　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴

う
指
導
者
確
保
、財
政
支
援
、

教
育
効
果
と
幼
稚
園
・
保
育

所
再
編
計
画
の
適
応
性
、
下

水
道
運
営
の
持
続
可
能
性
に

つ
い
て
、町
の
方
針
を
問
う
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
に

向
け
た
指
導
者
の
確
保
策
や

経
費
の
軽
減
策
は
。

　  （
教
育
総
務
課
長
） 

現
在
、

清
水
中
と
南
中
で
10
人
の
指

導
員
を
配
置
し
て
い
る
。
指

導
者
確
保
は
、
広
報
や
部
活

動
検
討
通
信
等
で
呼
び
か
け
、

関
係
団
体
に
協
力
を
依
頼
し

て
い
く
。
経
費
は
、
国
の
補

助
制
度
や
費
用
負
担
の
在
り

方
を
注
視
し
、
今
後
も
広
く

情
報
収
集
に
努
め
、
検
討
し

て
い
く
。

質問者の動画が
見られます　

地域とともに育む持続可能な部活動運営を

大
お お は ま

濱 博
ひ ろ し

史

答 問

　
　
教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
な
が
る
の
か
。

　  （
教
育
総
務
課
長
） 

部
活

動
の
地
域
展
開
が
進
め
ば
、

勤
務
時
間
内
に
教
材
研
究
や

会
議
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

勤
務
時
間
の
縮
減
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
教
員
の
働
き
方

改
革
は
確
実
に
進
む
と
考
え

て
い
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
後

の
教
育
的
効
果
は
。

　  （
教
育
長
） 

学
校
単
独
で

は
人
数
不
足
で
で
き
な
か
っ

た
部
活
動
も
複
数
校
で
活
動

が
可
能
と
な
り
、
生
徒
は
希

望
す
る
部
活
動
に
参
加
で
き

る
。
専
門
的
な
指
導
を
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
全
体
で

活
動
を
担
う
こ
と
で
連
携
や

世
代
を
超
え
た
交
流
が
促
進

さ
れ
、
子
供
た
ち
の
価
値
観

や
視
野
が
広
が
る
こ
と
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

　
　
地
域
展
開
後
の
部
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
町
の

方
針
は
。

　  （
教
育
長
） 

先
進
自
治
体

の
視
察
や
情
報
収
集
を
行
い
、

近
隣
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
調
査
研
究
を
進
め
、
令
和

10
年
度
を
目
途
に
部
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
方
針
を
決

定
す
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
に

向
け
た
持
続
可
能
な
財
政
的

支
援
策
は
。

　  （
町
長
） 

町
は
中
学
校
部

活
動
に
生
徒
１
人
当
た
り
の

定
額
補
助
や
大
会
出
場
経
費

の
補
助
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
を
通
じ
た
人
間

関
係
の
構
築
や
自
主
性
の
育

成
な
ど
教
育
的
意
義
を
重
視

し
て
い
る
。
今
後
も
町
か
ら

の
財
政
的
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答答 問問

問問 答答

再
編
計
画
の
適
応
性

安
定
的
な
下
水
道
に

　
　
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

計
画
は
、
変
化
す
る
社
会
環

境
に
適
応
し
て
い
る
の
か
。

　  （
町
長
） 

少
子
化
や
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
次
世
代
へ
残
す
た
め
、

将
来
人
口
推
計
に
基
づ
い
て

策
定
さ
れ
た
再
編
計
画
を
推

進
し
て
い
く
が
、
認
定
こ
ど

も
園
等
の
開
所
に
よ
り
状
況

が
変
化
す
る
場
合
は
、修
正・

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
安
定
し
た
下
水
道
運
営

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

　  

（
町
長
） 

雨
水
は
公
費
・

汚
水
は
私
費
の
国
の
原
則
を

踏
ま
え
、
使
用
料
の
見
直
し
、

官
民
連
携
、
広
域
化
を
検
討

し
、
人
口
減
少
や
施
設
老
朽

化
な
ど
厳
し
い
環
境
に
適
切

に
対
応
し
つ
つ
、
使
用
者
の

負
担
に
配
慮
し
、
持
続
可
能

な
下
水
道
運
営
を
目
指
す
。

問問 答答
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不
登
校
の
現
状
は
深
刻
で

あ
る
。
学
び
の
権
利
を
保
障

す
る
た
め
、
個
々
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
多
様
な

選
択
肢
を
公
的
に
支
援
す
る

体
制
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
ニ
ー
ズ
調
査
を

か
わ
せ
み
教
室
の
声
を
活
用

答
問

質問者の動画が
見られます

不登校支援の拠点
教育支援センターかわせみ教室

一 般 質 問

花
は な ど う

堂 晴
は る み

美

問　
令
和
６
年
度
、
町
で
は

不
登
校
児
童
生
徒
が
１
４
７

人
に
上
り
、
小
学
校
で
18
人

に
１
人
、
中
学
校
で
は
14
人

に
１
人
と
い
う
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
か
わ
せ
み
教
室
に
通
室

し
て
い
な
い
児
童
生
徒
は
、

１
１
５
人
に
上
り
、
学
ぶ
権

利
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
支
援
の
方
向
性
を
定
め
る

た
め
に
、
ま
ず
は
不
登
校
児

童
の
家
庭
に
対
し
、
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
、
必
要
な
支

援
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で

政
策
立
案
を
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　  （
教
育
総
務
課
長
） 

不
登

校
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
望

む
支
援
を
把
握
す
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
る
。
調
査
の
対

象
や
内
容
は
検
討
が
必
要
な

た
め
、
ま
ず
は
か
わ
せ
み
教

室
に
通
う
子
供
や
保
護
者
の

声
を
聞
き
、
今
後
の
不
登
校

対
応
の
参
考
と
し
て
い
く
。

問

答

根
拠
あ
る
政
策
と
人
材
育
成
を

　
　
人
口
減
少
と
い
う
将
来

リ
ス
ク
に
備
え
、
限
ら
れ
た

公
的
資
源
を
有
効
に
使
う
た

め
、Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
注
１
）を
推

進
し
、
政
策
の
質
を
高
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価（
注
２
）へ

切
り
替
え
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
は
。

　  （
企
画
課
長
） 

町
で
は
事

業
の
成
果
に
対
し
て
、
毎
年

度
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
注

3
）
を
踏
ま
え
た
分
析
検
証

を
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

評
価
も
評
価
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
調
査
や
研
究
を

し
て
い
く
。

（
注
１
）Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
…
政
策
目
的

を
明
確
化
さ
せ
、
デ
ー
タ
や
事

実
に
基
づ
い
て
政
策
を
立
案
・

実
行
・
評
価
す
る
手
法
。

（
注
２
）プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
…
事

業
や
政
策
の
効
果
を
検
証
し
、

改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
。

（
注
3
）Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
…

計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
を

繰
り
返
し
業
務
の
継
続
改
善

を
図
る
こ
と
。

　
　
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
実
践
で
き

る
職
員
を
育
成
す
る
た
め
、

公
共
政
策
大
学
院
と
連
携
し

た
研
修
な
ど
戦
略
的
な
人
材

投
資
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

職
員
の
意
欲
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
町
の
見
解
は
。

　  （
副
町
長
） 

国
や
自
治
体

で
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
が
広
が
る

中
、
町
で
は
毎
年
研
修
を
受

講
し
て
い
る
。
公
共
政
策
大

学
院
と
の
連
携
研
修
は
、
来

年
度
計
画
と
の
調
整
を
踏
ま

え
検
討
し
、
職
員
の
現
場
経

験
や
政
策
立
案
の
機
会
を
重

視
し
な
が
ら
、
職
員
一
人
一

人
が
自
ら
考
え
、
町
民
の
立

場
に
立
っ
て
行
動
す
る
力
を

高
め
、
地
域
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問

問

答

答
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空
き
家
問
題
の
現
状
と
対
策
は

支
援
策
の
導
入
を
検
討
す
る

答
問

　
使
用
目
的
が
な
く
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
空
き
家

の
近
隣
に
与
え
る
影
響
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
現
状
と
対
策
を
問
う
。

　
公
開
型
地
図
情
報
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を

問
う
。

　
　
空
き
家
件
数
の
現
状
と

前
回
調
査
と
の
増
減
の
推
移

は
。

　  （
都
市
計
画
課
長
） 

お
お

む
ね
1
年
以
上
利
用
さ
れ
て

い
な
い
一
戸
建
て
住
宅
の
空

き
家
件
数
は
、
現
在
１
０
０

件
で
、
前
回
調
査
時
の
88
件

か
ら
12
件
増
え
て
い
る
。

　
　
空
き
家
調
査
の
中
で
、

近
隣
住
民
が
困
っ
て
い
る
こ

と
の
具
体
的
な
回
答
は
。

　  （
都
市
計
画
課
長
） 

雑
草

所有者に対する支援策の導入について
検討を進める空き家

質問者の動画が
見られます

田
た し ろ

代 稔
みのる

が
伸
び
て
火
災
が
心
配
、
不

審
者
が
侵
入
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
　
近
隣
に
影
響
を
及
ぼ
す

空
き
家
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　  （
都
市
計
画
課
長
） 

区
か

ら
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に

所
有
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
利
活
用
の
意
向
を
把
握

す
る
。
今
後
も
台
帳
の
整
備

を
進
め
、
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
　
今
後
の
空
き
家
に
関
す

る
町
の
方
針
は
。

　  （
都
市
計
画
課
長
） 

空
き

家
調
査
は
必
要
時
に
実
施
し
、

台
帳
更
新
は
相
談
や
職
員
に

よ
る
調
査
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
。
来
年
度
に
は
、

県
と
共
催
で
所
有
者
向
け
相

談
会
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー
の
初

開
催
を
目
指
し
、
他
自
治
体

の
事
例
も
参
考
に
支
援
策
を

検
討
す
る
。

公
開
型
地
図
情
報
の
現
状
は

　
　
統
合
型
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

町
の
見
解
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

行
政
情
報

を
一
元
管
理
し
、
業
務
効
率

化
や
コ
ス
ト
削
減
に
有
効
で

あ
り
、
令
和
２
年
か
ら
運
用

を
開
始
し
、
道
路
台
帳
や
通

学
路
図
な
ど
の
共
有
に
加
え
、

倒
壊
危
険
家
屋
の
把
握
や
民

生
委
員
の
地
区
割
り
等
に
も

活
用
し
て
い
る
。

　
　
住
民
向
け
に
公
開
型
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
い
る
事
例
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

町
で
は
令

和
５
年
に
公
開
型
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
現
在

は
道
路
台
帳
を
公
開
し
て
い

る
。

　
　
公
開
型
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
の
今
後
の
展
望
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

防
災
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
開
準
備
を

進
め
、
今
後
も
必
要
な
行
政

情
報
を
順
次
公
開
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す

る
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

町
の
Ｄ
Ｘ
推
進

は
単
な
る
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町
全
体

の
業
務
改
革
と
人
材
育
成
を

伴
う
長
期
的
な
取
組
と
認
識

し
て
い
る
。
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
新

技
術
を
活
用
し
、
可
能
な
も

の
か
ら
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問

問問

問 答

答答

答

問問 答答

問問 答答
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全国的に収入減や老朽化により
下水道の維持管理が困難に

沼
津
市
新
中
間
処
理
施
設
の
負
担
金
は

建
設
負
担
金
は
約
35
億
円

答
問

　
ご
み
を
減
量
し
て
処
理
費

用
を
減
ら
す
こ
と
と
沼
津
市

が
建
設
す
る
新
中
間
処
理
施

設
（
ご
み
焼
却
場
）
に
町
が

拠
出
す
る
負
担
金
を
問
う
。

　
　
町
民
１
人
１
日
当
た
り

の
ご
み
総
排
出
量
の
全
国
の

順
位
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

令

和
５
年
度
実
績
で
、
全
国
１

７
１
２
市
町
村
中
、
１
人
１

日
当
た
り
約
７
０
０
グ
ラ
ム

と
全
国
で
２
２
２
番
目
に
少

な
い
数
値
で
あ
る
。

　
　
町
内
小
中
学
校
に
生
ご

み
処
理
機
を
設
置
し
て
、
給

食
の
調
理
く
ず
等
を
処
理
し

て
い
る
が
、
減
量
状
況
と
費

用
対
効
果
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

６

年
度
は
約
１
万
６
４
５
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
減
量
に
つ
な

が
っ
た
。
１
基
約
６
７
０
万

円
で
購
入
し
、
耐
用
年
数
は

10
年
と
さ
れ
、
１
年
当
た
り

で
は
約
67
万
円
の
経
費
と
な

る
。
生
ご
み
処
理
機
で
処
理

し
た
量
を
可
燃
ご
み
と
し
て

処
理
す
れ
ば
、
約
12
万
円
な

の
で
、
費
用
よ
り
経
費
が
大

き
く
、
費
用
対
効
果
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
教
育
的
観
点

か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
各

校
へ
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
沼
津
市
議
会
で
は
新
中

間
処
理
施
設
建
設
に
お
け
る

特
定
財
源
が
、
34
億
８
２
７

７
万
円
と
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
町
の
建
設
負
担

金
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

吉
よ し か わ

川 清
き よ り

里

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
注
１
）　

　
　
国
は
、
令
和
９
年
度
か

ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導

入
決
定
を
交
付
要
件
と
し
て

補
助
金
を
支
出
す
る
と
し
て

い
る
。
町
の
下
水
道
事
業
に

関
す
る
現
状
は
。

答

答

問

問

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
市
の
令
和
７
年
第
９
回
定

例
会
で
説
明
が
あ
っ
た
額
は
、

町
の
建
設
負
担
金
に
相
当
す

る
。

　
　
基
本
設
計
時
よ
り
大
幅

に
建
設
費
が
高
騰
し
た
理
由

は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
市
か
ら
は
建
設
資
材
や
労

務
費
の
高
騰
に
よ
る
増
額
と

説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
　
建
設
負
担
金
が
増
額
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明

責
任
は
。

　
  （

く
ら
し
安
全
課
長
） 

令

和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
予
算
案
と
し
て
上
程

す
る
予
定
の
た
め
、
議
会
審

議
や
審
議
後
の
町
の
広
報
等

に
よ
り
、
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

広
域

的
な
取
組
と
し
て
、
県
の
狩

野
川
流
域
下
水
道
と
構
成
市

町
の
関
連
公
共
下
水
道
に
つ

い
て
、
県
が
導
入
可
能
性
を

調
査
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

町
も
資
料
提
供
を
行
う
な
ど

し
て
参
画
し
て
い
る
。

答答答 問問

答 問問

（
注
１
）ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
…

水
道
・
下
水
道
な
ど
の
水
分
野

で
、民
間
の
技
術
や
ノ
ウハウ
な

ど
を
活
用
し
、
施
設
の
管
理
・

更
新
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の

官
民
連
携
方
式
の
総
称
。
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町
民
目
線
の
公
共
交
通
施
策
の
実
現
を

多
様
な
交
通
手
段
に
よ
る
最
適
化
を
目
指
す

答
問

　
公
共
交
通
施
策
の
町
民
視

点
と
柿
田
川
保
全
に
つ
い

て
、
住
民
参
加
の
確
実
性
、

広
域
的
な
協
働
、
情
報
発
信

の
在
り
方
、新
技
術
の
導
入
、

次
世
代
へ
の
継
承
を
含
め
た

具
体
的
取
組
を
問
う
。

　
　
町
民
の
意
見
は
ど
の
よ

う
に
集
め
ら
れ
た
の
か
。

　

  （
企
画
課
長
） 

昨
年
度
は

町
民
約
１
千
人
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
今
年
度
は
高

齢
者
・
障
が
い
者
関
連
団
体

や
交
通
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
区

長
会
や
懇
談
会
、
学
生
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
南
中
学
校
で

の
提
言
発
表
な
ど
を
通
じ
、

幅
広
い
年
代
・
立
場
か
ら
公

共
交
通
に
関
す
る
意
見
を
収

集
し
て
い
る
。

　
　
収
集
し
た
町
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
整
理・分
析
し
、

具
体
的
な
施
策
に
反
映
し
て

い
く
の
か
。

　

  （
企
画
課
長
） 

ア
ン
ケ
ー

ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
た
町

民
・
事
業
者
の
声
を
整
理
・

分
析
し
、
既
存
の
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
に
加
え
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
導
入
の
可
能
性
、
徒
歩
や

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と
の
組
み

合
わ
せ
な
ど
も
検
討
し
、
最

適
化
を
目
指
し
た
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

　
　
国
・
県
・
交
通
事
業
者
・

近
隣
市
町
と
の
公
共
交
通
の

整
備
や
改
善
に
向
け
た
協
議

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　

  （
企
画
課
長
） 
地
域
公
共

交
通
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
国
・
県
の
交
通
関
係
部

局
や
事
業
者
を
委
員
と
す
る

清
水
町
地
域
公
共
交
通
活
性

松
ま つ し た

下 尚
な お み

美

化
協
議
会
で
意
見
を
集
約

し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
三
島
市・裾
野
市・

長
泉
町
と
本
町
の
二
市
二
町

に
よ
る
協
議
会
で
も
情
報
共

有
と
広
域
連
携
を
踏
ま
え
た

方
向
性
の
議
論
を
行
っ
て
い

る
。

町民の移動を支える公共交通

質問者の動画が
見られます

情
報
発
信
で
広
が
る
保
全
の
輪　

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

　
　
柿
田
川
の
自
然
や
保
全

活
動
、
親
水
体
験
な
ど
の
情

報
を
町
民
や
来
訪
者
が
分
か

り
や
す
く
得
ら
れ
る
総
合
的

な
案
内
の
整
備
と
保
全
活
動

や
体
験
に
参
加
し
や
す
い
関

わ
り
の
入
り
口
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
、
町
の
考
え

は
。　
　
　

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

園
内

各
所
に
案
内
看
板
を
設
置
し

て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
希
少
種
や
天
然
記
念
物
を

紹
介
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
特
設
サ
イ
ト
を
設
け
、
空

中
・
水
中
か
ら
撮
影
し
た
Ｖ

Ｒ
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

今
後
は
、
案
内
看
板
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
掲
示
し
、
よ
り
広
範
囲
に

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

　
　

柿
田
川
の
保
全
や
活

用
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
向

け
た
町
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

積
極
的
な
情
報

発
信
と
関
係
団
体
と
の
保
全

活
動
を
継
続
し
、
自
然
保
護

と
魅
力
発
信
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
、
町
民
や
来
訪

者
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た

ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。
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今
後
の
外
国
語
教
育
は

さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む

答
問

　
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
を
整
え
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
人
材
を
育
て
る
た

め
の
施
策
を
問
う
。

　
　
小
学
校
で
の
外
国
語
教

育
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

目
的
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　

  

（
教
育
総
務
課
長
） 

３
・

４
年
生
で
は
、
外
国
語
に
慣

れ
親
し
む
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
、
５
・
６
年
生

で
は
、
聞
く
、
話
す
に
加
え
、

読
み
書
き
の
知
識
や
技
能
を

高
め
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
外
国
語
教
育
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

単
な

る
知
識
の
定
着
で
は
な
く
、

英
語
で
伝
え
よ
う
と
す
る
意

欲
や
異
文
化
へ
の
関
心
と

い
っ
た
側
面
を
重
視
し
、
外

国
語
を
扱
う
こ
と
が
楽
し
い

と
思
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
外
国
語
教

育
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
教
育
長
） 
グ
ロ
ー
バ
ル

化
社
会
で
、
子
供
た
ち
が
将

来
様
々
な
国
の
人
々
と
協
働

し
、
共
生
し
て
い
く
た
め
に

は
、
英
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
子
供
た

ち
が
英
語
を
通
じ
て
世
界
と

つ
な
が
り
、
豊
か
な
人
生
を

歩
め
る
よ
う
外
国
語
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
第
５
次
健
康
増
進
計
画

の
基
本
目
標
に
予
防
医
療
を

追
加
し
て
は
。

　

 

（
健
幸
づ
く
り
課
長
補
佐
） 

町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や

生
活
の
質
の
向
上
に
不
可
欠

で
あ
り
、
特
に
一
次
予
防
や
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
二

次
予
防
の
重
要
性
は
増
し
て

い
る
。
次
期
計
画
で
は
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
各
種
健
診

の
目
標
設
定
を
検
討
し
て
い

く
。

寺
て ら し ま

島 俊
と し ろ う

郎

外国語教育の充実が期待される

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

予
防
医
療
の
施
策
は　

Ｄ
Ｘ
の
推
進

問

問

問

問

問 答答

答

答

答
　
　
特
定
検
診
等
の
受
診
率

向
上
の
施
策
と
し
て
、
ゆ
う

す
い
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て

は
。

　 

（
健
幸
づ
く
り
課
長
補
佐
） 

受
診
率
の
向
上
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

医
療
機
関
の
事
務
の
煩
雑
さ

や
財
政
的
な
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
実
施

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
ス
マ
ホ
基
本
操
作
・
ア

プ
リ
の
使
い
方
の
無
料
相
談

窓
口
の
開
設
を
し
て
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

町
内
で
は
、

民
間
の
通
信
事
業
者
の
店
舗

で
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し

た
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
知

徳
高
等
学
校
福
祉
科
介
護
福

祉
コ
ー
ス
の
生
徒
に
よ
る
シ

ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
ス

マ
ホ
教
室
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　
今
後
、
民
間
の
取
組
と
の

連
携
や
町
独
自
の
ア
プ
リ
の

活
用
促
進
な
ど
を
含
め
た
情

報
格
差
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

問答
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サ
ン
ト
ム
ー
ン
前
交
差
点
の
段
差
解
消
を

円
滑
に
通
行
で
き
る
よ
う
改
良　

答
問

　
サ
ン
ト
ム
ー
ン
前
交
差
点

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
問
う
。

　
ま
た
、
学
校
に
生
理
用
品

を
設
置
し
、
児
童
生
徒
に
生

理
へ
の
正
し
い
理
解
を
促
す

こ
と
を
問
う
。

　
　
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
行
っ
て
き
た
か
。

　

  （
建
設
課
長
） 

望
ま
し
い

形
状
と
現
交
差
点
の
歩
道
構

造
と
の
適
合
性
を
精
査
し
、

段
差
を
解
消
す
る
だ
け
で
な

く
、
排
水
性
や
交
通
安
全
に

配
慮
で
き
る
具
体
的
な
改
良

に
向
け
た
技
術
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
サ
ン
ト
ム
ー
ン
交
差
点

歩
道
の
段
差
解
消
は
、
優
先

度
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る

が
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

町
内
唯
一

の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で

あ
り
、
大
型
商
業
施
設
や
柿

田
川
公
園
な
ど
を
利
用
す
る

多
く
の
方
が
通
行
す
る
最
も

人
通
り
の
多
い
場
所
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
優
先
度

の
高
い
箇
所
と
考
え
て
い
る
。

　
　
段
差
の
な
い
構
造
へ
改

良
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

　
  （

建
設
課
長
） 

横
断
歩
道

付
近
の
段
差
を
解
消
し
、
適

切
な
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
お
り
、

円
滑
に
通
行
で
き
る
よ
う
改

良
し
て
い
く
。

森
も り の

野 夏
か ほ

歩

問

質問者の動画が
見られます　

車いすやベビーカーは
少しの段差でも転倒のリスクがある

　
　
中
学
校
で
の
試
行
期
間

を
経
て
、
正
式
実
施
の
可
否

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

生
理

用
品
は
、
自
分
で
用
意
す
る

も
の
と
の
意
識
づ
け
が
根
づ

い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、

も
し
も
の
と
き
の
設
置
と
い

う
位
置
付
け
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

設
置
に
向
け
、
学
校
と
協
議

し
て
い
く
。

　
　
小
学
校
中
学
年
以
上
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

小
学

校
で
は
、
自
ら
用
意
す
る
意

識
の
習
慣
づ
け
の
指
導
や
養

護
教
諭
へ
相
談
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
設
置
し
な
い

方
向
を
考
え
て
い
る
。

　
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
も
、
設
置
を
対
象
者
だ

け
で
な
く
、
全
校
的
に
周
知

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

中
学

校
で
生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際

に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
周

知
を
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
の
か
、
是
非
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

問答

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
を

問 答答

問

問

問 答

答

答
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徴
収
担
当
職
員
の
増
員
の
効
果
は　

収
納
率
が
伸
び
成
果
が
表
れ
て
い
る

答
問

　
外
国
人
住
民
が
増
え
て
い

る
中
、
国
保
税
や
住
民
税
の

収
納
率
に
関
し
て
、
全
国
的

に
大
き
な
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
町
の
状
況
と
対
策
、

収
納
体
制
の
強
化
の
必
要
性

を
提
案
す
る
。

　
　
町
の
令
和
６
年
度
の
国

保
税
の
収
納
率
は
、
現
年
度

分
92・４
％
、滞
納
繰
越
（
過

去
の
未
払
い
）
分
22
・
７
％

で
合
計
75
・
８
％
、
個
人
住

民
税
が
現
年
度
分
98
・
８
％
、

滞
納
繰
越
分
27
・
２
％
で
、

合
計
95
・
６
％
だ
が
、
そ
の

う
ち
外
国
人
の
国
保
税
及
び

個
人
住
民
税
の
納
付
状
況
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

国
保
税
で

は
、
現
年
度
分
53
・
４
％
、

滞
納
繰
越
分
22
・
９
％
、
合

計
33
・
２
％
。
個
人
住
民
税

で
は
、
現
年
度
分
90
・
７
％
、

滞
納
繰
越
分
19
・
９
％
、
合

計
73
・
２
％
で
あ
っ
た
。

　
　
出
国
に
よ
り
納
付
義
務

が
残
っ
た
ま
ま
と
な
る
外
国

人
に
対
し
、
現
在
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
滞
納
整
理
を
実

施
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
課

題
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 
出
国
の
手

続
の
際
に
滞
納
が
あ
る
場
合

に
は
、
住
民
課
と
連
携
し
、

滞
納
者
と
直
接
交
渉
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
出
国
の

の
際
に
は
滞
納
が
な
く
、
そ

の
後
の
納
期
分
に
お
い
て
、

滞
納
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

出
国
後
に
は
納
税
交
渉
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
未
然
防
止

が
課
題
で
あ
る
。

　
　
外
国
人
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
際
に
、
最
大

１
年
分
の
国
保
税
を
前
納
さ

せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
制

度
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

  （
税
務
課
長
） 

８
年
度
か

ら
導
入
す
る
先
進
市
町
の
状

況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
出
入

国
在
留
管
理
庁
と
の
情
報
連

携
を
活
用
し
た
在
留
資
格
の

更
新
審
査
の
開
始
に
合
わ
せ
、

令
和
９
年
６
月
の
導
入
を
視

野
に
、
周
知
方
法
も
含
め
、

検
討
し
て
い
く
。

松
ま つ う ら

浦 俊
しゅんすけ

介

　
　
７
年
度
か
ら
税
務
課
徴

収
担
当
の
職
員
が
実
質
２
人

か
ら
３
人
へ
増
員
と
な
り
、

ど
の
よ
う
な
変
化
や
改
善
が

見
ら
れ
た
か
。
徴
収
担
当
職

員
の
増
員
の
必
要
性
も
含
め
、

今
後
の
課
題
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

１
人
増
員

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
産

調
査
及
び
滞
納
処
分
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
11
月

末
時
点
の
前
年
度
比
で
、
差

押
え
件
数
は
１
１
７
件
増
の

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

２
２
８
件
、
差
押
え
金
額
は

２
３
０
０
万
円
増
の
３
５
３

０
万
円
に
な
っ
て
お
り
、
収

納
率
で
は
町
税
０
・
９
ポ
イ

ン
ト
、
国
保
税
１
・
４
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
成
果
が
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
収
納
率
は
、
県

内
他
市
町
よ
り
低
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
差
押
え
等
の
滞

納
整
理
に
注
力
し
、
収
納
率

向
上
に
努
め
て
い
く
。町ホームページでは多言語で

分かりやすく状況を図解している

問

答問

問

問

答

答

答



議会の動き

　10月23日、地方議員研究会統括コンサル
タントの川本達志（かわもとたつし）氏を講
師に招き、全会派合同の議員研修を実施しま
した。
　研修では、一般質問の質の向上をテーマに、
過去に行った質問の添削指導、準備、要点整
理などを丁寧に教えていただきました。定例
会ごとの一般質問を一度限りで終わらせな
い、課題を掘り下げて、再度質問する姿勢を
学びました。

・一般質問の理解を深めることができ、事前
の準備の重要性がわかった。
・学んだ知識を積極的に活用し、一般質問の
質の向上を図りたい。

研修を実施

感想

一般質問のスキルアップ

感想

　12月19日、茨城県取手市役所情報管理課
長の岩﨑弘宣（いわさきひろまさ）氏を講師
に、駿東郡町議会議長会の研修を受講しまし
た。
　研修では、チーム議会に向かってをテーマ
に、取手市の例をもとに、議会におけるタブ
レットやオンラインの様々な活用を学びまし
た。

・現地視察や意見交換会にオンラインと実地
の併用をしていて、電子化が進んでいること
を実感した。
・デジタル推進は、議会が一つとなり、取り
組んでいた。

研修を受講 チーム議会を目指して
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民生文教委員会 外国籍・不登校児童生徒の支援

　瑞穂市では、外国籍児童生徒が学校生活に適応
し、仲間と互いを認め合い、安心できる学校生活
を支援している。外国人登用や外部講師（大学）
と連携した支援体制や内容が充実していた。
　北方町は、迅速な事業展開と実行力で学校再編
をきっかけにわずか４カ月ほどの異例の速さで不
登校特例校の開校に至った。
　各務原市は、各務原市日本語初期指導教室設置
規則に基づき、市が主導して教室を運営するなど、
支援体制が整っていた。
　子供たちのために役立てるように精査・検討し、
提案していきたい。

令和7年10月30日～31日
岐阜県瑞穂市・北方町・各務原市

総務建設委員会 ＤＸ推進とまちづくり

　粕屋町は、住民サービス向上・業務効率化・安全・
安心の確保の視点からＤＸに取り組み、庁舎案内
AI、地域の見守り体制など、地域全体へ DX を広
げている点が参考になった。
　宇美町の共働のまちづくりは、住民の主体性を
重視し、行政と住民が共働して地域課題に取り組
む好例であった。
　小郡市は、デジタル技術を活用した住民サービ
ス向上と行政効率化を進め、庁舎内業務の標準化、
RPA（データ入力、ファイル整理などをソフトウェ
アが自動処理する技術）の導入など、全体的にバ
ランスよく進められていた。
　DXや共働のまちづくりに生かしていきたい。

令和7年11月5日～7日 
福岡県粕屋町・宇美町・小郡市 

10 月から 11月にかけて実施した委員会の視察について、報告します。

委員会
リポート

北方町の不登校特例校の支援体制を視察

粕屋町はリモートワークなど地域全体にDXを
広げている
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10
月
の
全
会
派
合
同
の
議

員
研
修
で
は
、
一
般
質
問
の

質
の
向
上
を
学
び
、
今
後
の

議
員
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
の
皆
さ
ん

が
日
々
の
訓
練
や
防
災
活
動

な
ど
、
仕
事
や
家
庭
と
の
両

立
に
悩
み
な
が
ら
も
、
努
力

を
さ
れ
て
い
て
、
改
め
て
私

た
ち
に
と
っ
て
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

献
身
的
な
ご
尽
力
は
町
民
の

大
き
な
支
え
で
す
。

　

今
後
と
も
一
致
団
結
し
、

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

力
強
い
存
在
と
し
て
、
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。　

  　
　
（
寺
島
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
長　
佐
野　
俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
森
野　
夏
歩

副
委
員
長　
松
下　
尚
美

委　
員　
飯
田　
安
雄

向
笠　
達
也

寺
島　
俊
郎

田
代　
稔

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
5
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

27
円
で
す
。

編
集
後
記

清水町議会だより　2026 年 1 月 30 日 16

　
　
　議会を傍聴してみませんか

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。　
　次の定例会は
　        2 月 25 日
　        午前 9 時開会予定です。

町を守る消防団
　
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
く
と
、

私
た
ち
は
不
安
を
感
じ
る
一

方
で
、
安
心
を
覚
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に

あ
る
の
は
、
消
防
団
の
存
在

で
す
。

　
今
回
は
、
消
防
団
の
皆
さ

ん
に
や
り
が
い
や
苦
労
を
伺

い
ま
し
た
。

　

 

入
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
子
供
や
高
齢
者
と
関
わ
る

こ
と
が
多
い
中
、「
こ
の
人

た
ち
を
守
る
人
に
な
り
た

い
」
と
思
い
、
入
団
を
決
め

ま
し
た
。

　
退
団
さ
れ
る
方
に
伺
い
ま

し
た
。
在
任
中
に
や
り
残
し

た
こ
と
は
。
こ
れ
か
ら
の
団

員
に
望
む
こ
と
は
。

　
階
級
が
昇
級
す
る
に
つ
れ
、

仕
事
や
家
庭
と
消
防
団
の
活

動
を
両
立
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
で
す
。
地
域
の
方
た

ち
と
連
携
し
た
訓
練
や
交
流

を
図
っ
て
い
き
た
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
現

役
団
員
た
ち
を
助
け
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
や
防
災
に
関
す
る
広

い
知
識
や
技
術
が
、
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

寺
島
）

　
入
団
当
初
を
振
り
返
り
、

ご
自
身
の
変
化
は
。
ま
た
、

入
団
し
て
得
た
こ
と
、
学
ん

だ
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
仕
事
や
家
庭
の
都
合
を
考

慮
し
た
活
動
の
中
で
も
、
応

急
手
当
や
災
害
の
知
識
が
増

え
、
日
常
生
活
で
も
防
災
に

対
す
る
意
識
を
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き

は
。
大
変
な
こ
と
は
。

　
火
災
・
水
害
に
備
え
日
々

訓
練
し
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
方
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す
。

危
険
を
伴
う
活
動
で
あ
る
た

め
、
団
員
の
安
全
意
識
を
高

く
保
ち
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
が
重
要
で
あ
り
、
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
に
つ
い
て
、
ご
家
族

の
反
応
は
。

　

夜
間
の
出
動
や
訓
練
が

続
い
た
と
き
な
ど
に
も
ら

う
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
い

う
言
葉
か
ら
、
地
域
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
消
防
団
の
活
動

は
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
続

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
家
族
の
理

解
と
協
力
に
感
謝
を
忘
れ
ず

に
、
活
動
を
続
け
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

消防団の方 （々左から飯田分団長、山本班長、瀬川隊員）消防団の方 （々左から飯田分団長、山本班長、瀬川隊員）消防団の方 （々左から飯田分団長、山本班長、瀬川隊員）

議員がインタビュー

「ありがとう」の言葉を
力に変えて


